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研究成果の概要（和文）：　消費社会のグローバル化が活発なアジアにおいて、アジア系女性をめぐる人種認識・表象
の再編成を明らかにすることを目的として研究を実施した。
　調査の結果、国家間関係やナショナリズムが人種認識のプロセスに影響を与えていること、また日本におけるフィリ
ピン女性については、消費文化のなかで表象の変化の兆しがみられると同時に、地域社会のなかでの対面的な社会関係
を通じてフィリピン女性にたいする認識が変わる可能性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to investigate the reconfiguration of racial recognition and 
representations of "Asian Women" in Asia in the era of globalization. Firstly, the results shows that the 
processes of racial recognition of Asian women in one country differ from those in another country within 
Asia, which means that the racialization is defined by the national contexts even when there are similar 
styles and contents of cultural consumption.
Secondly, regarding Filipino women in Japan, the recognition and representations of them have been 
changed through popular culture such as comic books as well as the direct social interactions in local 
communities.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 今日、人種差別が法的に禁止され、また
人種が「構築」されたものであるという認
識が広まる一方で、人種差別がより巧妙で
見えにくくなっていると指摘される。同時
に、グローバル資本主義の拡大を背景にし
た人種主義の変容も着目されている。一方
で、人種研究においては「アジア系」内部
の差異や序列は十分な研究がなされていな
かった。他方、アジアにおける移住女性の研
究においても、人種による排除・序列化につ
いて部分的な指摘はあるものの、彼女たちの
日常的な人種経験が十分焦点化されてきた
とは言いがたい。 
 そこで本研究では、人びとの日常生活、
とりわけ消費局面における他者や自己にか
んする人種認識のプロセスおよび消費社会
の広告戦略に着目することで、アジア系女
性の人種認識と表象について考察する。そ
れを通じ、グローバリゼーションにともな
うアジア系女性内部での差異化・序列化の
論理と過程を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 グローバル化にともなう消費社会が展開
されているアジアにおいて、アジア系女性
をめぐる人種認識・表象がどのように再編
成されているのかを考察する。具体的には、
以下の 2 つの問いを明らかにする。 
(1)人びとの日常生活における他者や自己
にかんする人種認識のプロセスに着目する
ことで、「アジア系女性」内部の差異化と序
列化がいかに構築されているのかを考察す
る。 
(2)人びとの人種認識に影響を与えるもの
として、特に消費文化における人種表象に
着目する。 
 
３．研究の方法 
 人種認識については、政策および移民の割
合に大きな違いがある日本およびシンガポ
ールにおいて、マジョリティ女性（日本にお
ける日本人女性、シンガポールにおける中国
系シンガポール人女性）とマイノリティ女性
（両国とも移住女性）にたいするインタビュ
ーを実施する。また、消費社会における人種
表象のあり方を明らかにするため、アジア系
女性をターゲットにした化粧品の広告分析
も行う。 
 
４．研究成果 
 第一に、グローバル化のなかでも国家間関
係やナショナリズムが人種認識のプロセス
に影響を与えていることが明らかになった。  
まず日本におけるアジア系女性の人種認

識については、アジア系という包括的なカテ
ゴリーではなく、エスニシティ／民族ごとに
区分され認識されている実態がある。そこで
日本での研究対象としていた者のうち日本
人を韓国ポピュラーカルチャー消費者に限

定し、比較対象の在日コリアン女性含む 32
名に聞き取り調査を行った。韓国ポピュラー
カルチャーはアジア系カルチャーのなかで
も最も消費の広がりを見せており、また日韓
関係という政治的緊張関係が、文化消費や人
種認識の差異化や序列に与える影響をみる
のに適しているからである。 
くわえてシンガポールでも韓国ポピュラ

ーカルチャーは広く受け入れられているた
め、日本とシンガポールにおける消費実践に
おける人種認識の比較が可能となる。そこで
シンガポールでも韓国ポピュラーカルチャ
ー消費者にインタビュー調査を実施した。 
この結果、日本では、消費者が「韓流ファ

ン」という自らの嗜好を周囲の者に明かさな
いようにしたり、政治と文化の区別を強調す
るなど、日韓関係の影響が消費実践に大きな
影響を与えていることが明らかになった。こ
うした消費のあり方は、韓国との間にそうし
た政治的対立がないシンガポールにおける
消費実践とは大きく異なっている。 
またこのとき日本の消費者は、日本と韓国

の化粧品やその広告に起用される日韓の女
優のエスニシティの違いを強調する一方で、
シンガポールではどちらもアジア系化粧品
やアジア系女優として認識されており、その
区分は曖昧である。一方、シンガポールでは
アジア系については、東北アジア系（マジョ
リティの中国系女性も含まれる）を、東南ア
ジア系（同じシンガポール人のマレー系が含
まれる）や南アジア系（同インド系が含まれ
る）と区分することが一般的であり、このと
き東北アジア系にともに含まれる日本と韓
国の違いはほとんど意識されていない。むし
ろマジョリティの中国系シンガポール女性
は、自らと日本・韓国女性を同じカテゴリー
に含め、マレー系やインド系のマイノリティ
シンガポール女性との区別を重視する傾向
にある。 
このように、グローバルな消費が拡大する

一方で、その実践やそれにともなう人種認識
は、ナショナルな文脈に大きく規定されてい
ることを明らかにした。 
一方、日本におけるフィリピン女性につい

ては、消費文化のなかで表象の変化の兆しが
みられると同時に、地域社会における対面的
な社会関係もフィリピン女性の認識や表象
に大きな影響を与えていることが明らかに
なった。本研究では、途中からエスニック・
グループの活動にも考察の対象を広げて調
査を行い、対面的な関係において人種認識が
変容されるプロセスを明らかにした。 
なお初年度に実施した探索的な調査研究

を踏まえ、研究目的を達成するために途中で
対象の具体化および調査項目について見直
しを行った。このため当初よりも一年延長し、
4 年間で研究を実施したが、それにより当初
の研究目的を達成できたと考えている。 
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